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教 育 目 標

進んで学び 心豊かで すこやかな子どもの育成

めざす子ども像 校訓 夢にいどみ 人と和す
夢 → 自分が目指す目標 めあて

す すすんで学ぶ子ども 達成してうれしいもの
こ 故郷（ふるさと）を愛する子ども 人と和す→ 互いを認め，温かい心で支
や やさしく強く助け合う子ども 合う
か からだをきたえる子ども 〈合い言葉〉

夢に向かって Ｎ ever Ｇ ive Ｕｐ

経営の重点 （下線は家庭での協力をお願いしたいこと）

１ 学ぶ意欲を育て，学力の向上を図る学習指導
(１)主体的に学ぶ力を高める指導の工夫 (２)基礎的・基本的な学習内容の定着
(３)学び合いの場の充実・学習リーダーの活用 (４)複数指導・少人数指導の効果的な活用
(５)「学習のやくそく」の定着 (６)家庭学習の励行

２ 豊かな心の育成
(１)心のこもったあいさつの励行 (２)互いのよさを認め，高め合う学級づくり
(３)道徳教育・福祉教育の充実 (４)縦割り班活動の充実
(５)人や自然と触れ合う豊かな体験活動の推進 (６)読書活動の充実（読み聞かせ，必読図書）

３ 安全な生活とたくましい心と体の育成
(１)基本的な生活習慣の育成 (２)食育や健康・安全教育の推進
(３)体育，業間・集会活動の充実 (４)清潔な環境を目指した清掃指導
(５)防災教育・安全教育の充実

４ ふるさと教育・キャリア教育の推進
(１)ふるさとのよさを学ぶ体験活動の充実 (２)ふるさとを大切にする心の育成
(３)キャリアノートの活用

５ 特別支援教育の充実
(１)個に応じた指導の工夫 (２)健康・安全な生活を送る能力の育成
(３)コミュニケーション能力の育成 (４)家庭や他の指導施設との連携

６ 実践的指導力を高める職員研修
(１)魅力ある授業を目指す授業改善 （研究授業，共通実践事項，実技研修）
(２)実践的指導力習得研修を核とした自己研修・校内研修の充実
(３)国や県の学習状況調査や学校評価の活用

７ 家庭や地域との連携，ＰＴＡ活動の充実
(１)地域学習の推進と地域の人材活用 (２)積極的な情報発信と情報交換
(３)能代東中との連携 (４)学び合い支え合うＰＴＡ活動の充実
(５)学校運営協議会・地域学校協働本部の活用 (６)民生児童委員との連携
(７)スポ少・地域児童育成団体への協力 (８)地域連携安心・安全推進事業の活用



１年後の期待する子どもの姿

・学年相応の学力が身に付いている。 ・自分の思いを豊かに表現している。
・ふるさとへの愛着が深まっている。 ・最後まで諦めず、全力で活動している。
・学校生活を楽しんでいる。 ・多様な意見を認め合っている。

期待する子どもの姿を実現するには、学校と家庭との連携・地域との連携が大事

お 願 い

・ 学校にいるときに大きな災害等があった場合，学校へ迎えに来てください。

・ ご家庭で，安全について話し合ってください。
「いざ」と言うときの各家での対処方法を （地震 津波 火災 不審者 集合場所）

・ メール配信システムの登録がお済みでない場合は、お早めにお願いします。

・ 毎朝の体温測定と健康観察記録表の提出をお願いします。

・ 児童の同居家族等が発熱等の風邪症状や職場での濃厚接触者となる疑いが出た場合は、
学校にお知らせください。

・ 学校からの通信に丁寧に目をとおしてください。

・ 学校教育アンケートへご協力ください。 （年に２回の予定）

・ 欠席等の連絡は，必ず保護者が直接学校へ（８時１０分まで）

・ フェイスブックの開設にはもう少しお待ちください。

文部科学省の調査から以下の場合に子どもの学力が高い傾向にある

【保護者の子どもへの接し方】
□学校での出来事、友達のこと、地域や社会の出来事やニュース等、会話が多い
□テレビ・ビデオを見たり、聴いたりする時間などのルールを決めている
□子どもに努力することの大切さを伝えている
□子どもに最後までやり抜くことの大切さを伝えている

【保護者の教育に対する考え方】
□自分の考えをしっかりと伝えられるようになることを重視している
□地域や社会に貢献するなど人の役に立つ人間になることを重視している
□保護者自身がＰＴＡ活動や保護者会などへよく参加している

家庭環境と子どもの学力

特にお願いしたいこと２つ
① 「朝ご飯」は必ず摂らせる
② 携帯・ゲーム・テレビの視聴時間のルールを決める


